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1 まえがき

近年の無線通信技術の発展に伴い,移動が想定される携帯端末
からインターネット接続を行う需要は増加している. 著者らは,移
動による通信切断を解決可能な移動透過性と, NAT (Network

Address Translation) を越えた通信を可能とする NTMobile

(Network Traversal with Mobility)を提案しており, IPv4ネッ
トワークにおいて NTMobile における端末アドレスの移動管
理の提案と実装を行った [1]. 本稿では NTMobileを IPv6ネッ
トワークとの混在環境においても利用可能とするために, IPv6

アドレスの管理手法の提案と実装を行う.

2 提案方式

2.1 NTMobileの概要

NTMobileでは NAT越えを実現するため, エンド端末間で
トンネルの構築を行う. なお, 両端末がNAT配下に存在する場
合には, RS (Relay Server)に対してトンネルを構築することで
NAT 越えを実現している. また, 移動透過性を実現するため,

端末を一意に識別可能とする重複しない仮想 IPアドレスを導
入している. 仮想 IPアドレスは予め各 DS (Direction Server)

に対して重複しないよう仮想 IPアドレス帯域の割当てを行い,

DSは割当られたアドレス帯域内から重複しないよう端末に対
して割当を行う. 変化しない仮想 IPアドレスを実 IPアドレス
でカプセル化することにより, 実 IP アドレスが変化した場合
にも端末を一意に識別可能としている. また, 移動した際には
トンネルを再構築し, 経路の再構成を行うことで移動透過性を
実現している.

2.2 端末情報の利用

NTMobileにおいて移動透過性を実現するためには, 端末の
位置情報を管理する手法が必要となる. NTMobileでは, 端末の
位置情報をDNS (Domain Name System)を拡張することで実
装している. また, DNSの機能は DS上に実装されることを想
定しており, 端末からの情報に基づいてDSはDynamicDNS機
能を用いることで DNSの情報を更新する. なお, 一般の DNS

の資源レコードでは移動透過性を実現するために必要となる実
IPアドレス, 仮想 IPアドレス, NATルータの IPアドレスを
管理することができない. NTMobileでは独自の資源レコード
として実 IPアドレス, 仮想 IPアドレス, NATルータの IPア
ドレス, DS の IP アドレス, Node ID を実装することにより,

端末の位置情報を管理している.

本稿では, IPv6ネットワークを想定した独自の資源レコード
の実装を行うことにより, 提案方式である NTMobile を IPv4

ネットワークだけではなく, IPv6ネットワークでも利用可能と
なる手法の提案を行う. 新たな資源レコードとして, 実 IPv6ア
ドレス, NAT ルータの IPv6 アドレス, DS の IPv6 アドレス,

仮想 IPアドレス, Node IDを実装することにより, IPv6アド
レスを用いた位置情報を管理可能とする.

図 1 位置情報登録処理

2.3 位置情報管理
NTMobileでは端末の位置情報の登録処理として図 1の処理

を行う必要がある. 端末がDNS Requestを送信することでDS

の IPアドレス,仮想 IPアドレスを取得する. 次にRegistration

Reqest を送信することで Node ID, 実 IP アドレス, 仮想 IP

アドレス, パケットのソースアドレスから NATルータの IPア
ドレスを取得し DS が登録を行う. このとき, 実 IP アドレス,

NATルータの IPアドレス, DSの IPアドレスが IPv6である
とき, 新たな資源レコードを使用することによって IPv6 アド
レスを登録可能とした. 従って, 新たな資源レコードを追加す
ることにより IPv6アドレスの管理が可能となる.

3 実装評価
端末は DS に対して複数の IPv6 アドレスを Registration

Requestとして送信を行い, DSの Dynamic DNS機能を利用
して登録を行った. 登録が行われていることを確認するために,

新たな資源レコードを探索したところ, 複数の IPv6 アドレス
として登録されていることを確認した. NTMobileにおいて移
動透過性を実現するためには, 複数の IPv6 アドレスを管理す
る必要があるが, 探索結果より, DNSに新たな資源レコードの
追加を行うことにより管理可能であることが確認できた.

4 まとめ
本稿では, IPv6 ネットワークにおいても NTMobileを利用

する上で重要となる, IPv6アドレスの管理機構を DNSを拡張
することにより実装を行った. また, 提案方式を Linuxに実装
することにより, 端末情報を独自資源レコードを用いて管理可
能であることを確認した.
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